
基調講演 
（14：20～） 

開会挨拶 

『研究開発拠点の形成 ～次なる一手とは～』 

   やまぐちバイオ関連産業推進協議会 会長 
 山口県副知事 弘 中  勝 久 
 
『有用物質生産プロセスの開発に向けた酵素の探索と戦略』 
  早稲田大学 理工学術院総合研究所 所長 木野 邦器 氏  

  
『最先端の腸内研究から考える次世代バイオ産業の将来展望』 
   国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

    ワクチンマテリアルプロジェクト＆腸内環境システムプロジェクト  

    プロジェクトリーダー 國澤 純 氏 
 
『微生物や植物を用いた新たなバイオの世界』 
  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

    生命工学領域研究戦略部長 鎌形 洋一 氏 

プログラム 

場 所 

 

定 員 100名 

参加費  無 料 時 間 

特別講演① 
（15：05～） 

特別講演② 
（16：00～） 

名刺交換会 
（16：45～） 

主催 やまぐちバイオ関連産業推進協議会（山口県） 山口県産業技術センター 

   講師の先生方や企業、大学、産業支援機関等との意見交換・名刺交

換の時間を設けますので、積極的なご参加をよろしくお願いします。  

【基調講演・特別講演 座長】 
 山口県産業技術センターイノベーション推進センター バイオ関連推進チーム  
  プロジェクトプロデューサー 中野 哲郎 氏  

先着 

※裏面の申込書により 
   お申込みください 



問い合わせ/参加申し込み先 

〒755-0195 宇部市あすとぴあ4丁目1-1 

山口県産業技術センターイノベーション推進センター（担当：升本） 

TEL：0836-53-5061   FAX：0836-53-5071   E-Mail：inv_manage@iti-yamaguchi.or.jp 

資料準備の関係上、１／２５(金) までに 
お申し込みください。 

 

●ご提供いただきました個人情報は、本申込み確認、及び当協議会事務局からのご案内以外の目的には利用いたしません。 

●メールでお申込みの場合は、上記申込事項をご記入の上、以下のアドレスまでお送りください。 

企業・団体名 

所在地 
〒 

お名前 E-MAIL 役  職 

電話番号 ＦＡＸ 

講演について 

『有用物質生産プロセスの開発に向けた酵素の探索と戦略』 
  早稲田大学 理工学術院総合研究所 所長 木野 邦器 氏 
 【概要】 
   バイオテクノロジーは、未知の可能性を秘めた生命の領域を切り拓くツールであり、そのユ 
  ニークな特性と可能性から、これまでに人類が構築してきた豊かな社会の維持・発展に貢献す 
  るものと期待されています。微生物の多様な機能を高度に活用する技術開発への取り組みを中 
  心に紹介します。 
 

『最先端の腸内研究から考える次世代バイオ産業の将来展望』 
  国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 ワクチンマテリアルプロジェクト& 

  腸内環境システムプロジェクト プロジェクトリーダー  國澤 純 氏 
 【概要】 
   近年、腸（お腹）からの健康が注目されており、腸に存在する細菌（腸内フローラ）が普段 
  摂取している食事やお薬の効果にも関わり、それが健康増進や病気とも関連することが分かり 
  つつあります。本講演では、腸という観点から見る健康産業や創薬の可能性について、最新の 
  知見を交えて紹介します。 
 

『微生物や植物を用いた新たなバイオの世界』 
  国立研究開発法人 産業技術総合研究所  生命工学領域研究戦略部長 鎌形 洋一 氏 
 【概要】 
   現在バイオテクノロジー産業で用いられる微生物は、地球上に存在する微生物のほんの一握 
  りの種に過ぎません。未知の微生物の実体解明と活用を模索する研究が始まり、また微生物と 
  植物の知られざる関係を明らかにする研究も始まっています。本講演では未知微生物の実体解 
  明と新たな植物バイオの一端を紹介します。 
 


